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　４月の各種無料サポートガイドお気軽にご相談ください 予要予約 電予 予約は電話のみ

近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）
TEL(36)5566・FAX(36)5553

い や や
消費者トラブルで困ったらご相談ください！

消費者ホットライン　１８８１８８

高校生でも、もう大人⁉
～4月1日から成人年齢は18歳になります～

【事例】高校 3 年生 18 歳の話　
　友達と 2 人で動画サイトを見ていたら「初回
お試し 100 円」というダイエットサプリの広告
が表示された。2 人ともスマホから注文したが、
あとから 5 回継続することが条件の定期購入だ
とわかった。支払いの総額は 3 万円で、自分た
ちのお小遣いでは払いきれないので解約しようと
電話をかけた。すると、17 歳の友達は解約でき
たのに 18 歳の自分は解約できなかった。

相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談

 4月13日R  午後1時30分～ 4時30分
 　(受付　4月5日E 午前８時30分～）

 4月26日E  午後1時30分～ 4時30分
 　(受付　4月19日E 午前８時30分～）

 5月10日E  午後1時30分～ 4時30分
 　(受付　5月2日W 午前８時30分～）

  いずれも先着6人

 市役所２階　A会議室

人権・市民生活課
TEL(36)5566・(36)5881

※ 市役所代表電話(33)3111では
予約できません

司法書士相談  20日R  午後1時30分～ 4時30分
 　先着6人(受付　12日E 午前８時30分～）

行政相談  14日T　午後1時30分～ 4時  市役所4階　第2委員会室
人権・市民生活課
TEL(36)5881・FAX(36)5553人権相談

 14日T　午後1時～ 4時  市役所2階　A会議室

 28日T　午後1時～ 4時  市役所4階　第2委員会室

福祉の総合相談・
生活困窮の相談

 月～金曜　午前8時30分～午後5時  市役所2階　援護課窓口 福祉暮らし仕事相談室
TEL(36)5583・FAX(32)6518

職業相談
（求人票の配布、就職な
どにかかる相談）

 12日E　午前9時30分～ 11時30分  八幡子どもセンター 商工労政課
TEL(36)5517・FAX(46)5320 12日E　午後1時30分～ 3時30分  八幡東子どもセンター

 月～金曜　午前８時30分～午後５時  ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL(33)8609

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）  25日W　午後5時～ 8時  アクティ近江八幡 商工労政課

TEL(36)5517・FAX(46)5320

創業個別相談
 4月4日W   午前９時～午後８時  近江八幡商工会議所 近江八幡商工会議所  TEL(33)4141

安土町商工会　       TEL(46)2389
商工労政課
TEL（36）5517・FAX（46）5320 5月9日W   午前９時～午後８時  安土町商工会

農業相談
 4月1日Y 、5月はありません
 　午前９時30分～ 11時30分

 総合支所　消防司令室 農業委員会
TEL(36)5520・FAX(46)5320

介護者のつどい
 21日T　午後１時30分～ 3時
 ※高齢のご家族を介護されている人が対象

 ひまわり館２階　研修室３ 長寿福祉課
TEL(31)3737・FAX(31)3738

教育相談
 月～金曜　午前９時～午後４時30分
 ※幼児・小・中学生とその保護者対象

 教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL(37)8877

保育人材バンク
『出張就職相談』

 15日Y

 　午前10時～正午、午後１時～４時
 滋賀マザーズジョブステーション
   （県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL 077(516)9090

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL(36)1831

一日年金相談所  14日T　午前10時～午後４時  市役所4階　第1委員会室 草津年金事務所お客様相談室
TEL 077(567)1311

心配ごと相談   月～金曜の偶数日　午後１時～４時  ひまわり館1階　相談室1
近江八幡市社会福祉協議会
TEL(32)6111・FAX(36)6910福祉の困りごと相談

 月～金曜（祝日を除く）
 　午前8時30分～午後５時

 ひまわり館

退職男性のための
地域活動相談  25日W　午後１時～３時

 ひまわり館 近江八幡市社会福祉協議会
TEL(31)2677・FAX(36)6910ボランティア・

地域福祉活動相談
 月～金曜（祝日を除く）
 　午前8時30分～午後５時

保護司相談  26日E　午後1時～ 4時  近江八幡・竜王更生保護サポ
 ートセンター（総合支所３階）

近江八幡保護区保護司会
TEL(46)3141(内線345)

税務相談
 4月14日T 、5月12日T

 　午前10時～午後４時
 （公社）近江八幡納税協会
 （近江八幡商工会議所2階）

（公社）近江八幡納税協会
TEL(33)4121・FAX(36)8415

相続等くらしの問題
行政書士無料相談  22日Y　午後１時30分～３時30分  滋賀中央信用金庫本店 県行政書士会湖東支部（江南事務所）

TEL(47)7517・FAX(47)8507

無料健康相談
 1日Y・7日T・13日R・19日E・25日W

 　午前９時～ 11時
 滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL(33)7101・FAX(32)7725

電予

予

予

予

予

予

電予

　今年の 4 月 1 日から成人年齢が 20 歳から 18
歳に引き下げられます。「大きな違いはないので
は」と思われるかもしれませんが、契約の面では
成年か未成年かは非常に大きな違いです。なぜな
ら民法には、「未成年者が保護者の同意を得ずに
した契約は原則取り消しができる」という「未成
年者取消権」があるからです。そのため事例のケー
スでは、まだ 17 歳だった相談者の友人は取り消
しが認められ、18 歳の相談者は取り消しができ
なかったということです。
　成人に達すれば親の同意なしにさまざまな契約
ができるようになりますが、それは契約に伴う責
任を自分で負うということを意味します。いった
ん成立した契約は容易に取り消すことはできませ
ん。安易に契約せず、事前に十分検討し周りの人
にも相談してください。

　皆さんは地域にある自治会の役割や活動をご存
じですか。自治会は、地域の人たちとの交流や、
困りごとの解消、共通利益の実現など、住みやす
い地域づくりを目的として活動する、地縁（同じ
地域に住んでいる縁）に基づく組織です。

　これらの活動は自治会が主となって、または学
区のまちづくり協議会や行政・企業などと一緒に、
地域住民が協力・助け合いなどをしながら、住み
やすい地域を作るために取り組んでいます。この
ようにして、みんなが快適に暮らせる生活環境が
維持されています。
　つまり、地縁組織である自治会は、身近な生活
環境を整えるための最も基本的な組織といえます。

成人年齢　

20 歳→18 歳のため

契約の取り消し

自治会の主な活動

①防災

②環境美化

③行事・イベント

④防犯・交通安全

⑤高齢者の見守り

⑥広報・回覧板の

　配布

⑦要望活動

問  まちづくり協働課　　TEL(36)5552・FAX(36)5553

　来月からは、「自治会ってこんなことをしてい
るよ」、「もし、自治会がなかったら…」というよ
うな切り口から、自治会の役割や活動をお伝えし
ます。
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じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

を
受
け
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

(

33)

３
１
１
１(

代
表)

　
　

(

36)

５
５
４
３(

直
通)

　
　

２
１
２
５
０

３ ５つの柱 つの目標

　「近江八幡市教育大綱」とは、本市の教育や文化的な施策の基本となる方針です。平成 27 年 10 月に策定し、　「近江八幡市教育大綱」とは、本市の教育や文化的な施策の基本となる方針です。平成 27 年 10 月に策定し、
平成 30 年の改訂を経て、この度、第２期として新たに策定しました。平成 30 年の改訂を経て、この度、第２期として新たに策定しました。
　新たな大綱は、これまでの基本理念を引き継ぎながら、本市独自のスローガンである「早寝・早起き・あ　新たな大綱は、これまでの基本理念を引き継ぎながら、本市独自のスローガンである「早寝・早起き・あささ・し・・し・
ど・う」の推進に一層取り組み、予測困難な時代のなかで自ら考え判断し、解決する、「生き抜く力」を育んでど・う」の推進に一層取り組み、予測困難な時代のなかで自ら考え判断し、解決する、「生き抜く力」を育んで
いくことをより明確にしたものになっています。子どもだけでなく、親や市民一人ひとりの学びにも関わるものいくことをより明確にしたものになっています。子どもだけでなく、親や市民一人ひとりの学びにも関わるもの
ですので、ぜひご覧ください。ですので、ぜひご覧ください。

①子どもの豊かな心と健やかな体、確かな学力を育成します

③新たな時代を見据えた学校園づくりを推進します

② ふるさとに愛着と誇りをもち、地域や社会に貢献できる
人を育成します

⑤生涯にわたり学び続けるまちをめざします

④家庭・地域の力を高め、社会全体で子どもを育てます

市ホームページでも公開しています。
ぜひ、ご覧ください。

　平成 18 年に国民運動として始め
られた「早寝・早起き・朝ごはん」に、
本市では、「あいさつ・読書・運動」
も加え「早寝・早起き・あさ・し・ど・
う」として、すべての市民（家庭、
幼稚園・保育所［園］・こども園・
小中学校、地域全体）で子どもの基
本的な生活習慣の確立に向けて取り
組みます。

元気と笑顔の合言葉

「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」

子どもが育つ

親が育つ

市民（人）が育つ

企画課　 (36)5527・ (32)2695・ 21288問

第２期近江八幡市教育大綱を策定しました第２期近江八幡市教育大綱を策定しました

基本理念

「子ども」が輝き　「人」が学び合い　ふるさとに愛着と誇りをもち
　躍動する元気なまち近江八幡　～元気と笑顔の合言葉　「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」～

ポスター
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　私たちが暮らす地域には、子どもから高齢者、障がい児者、ひとり親家庭、外国人住民などさ
まざまな人が生活しています。その中には、子育ての不安や高齢者の生活不安、孤立や経済的な
困窮など一人では解決することが難しい問題を抱え、周りの人の助けや支援を必要としている人
たちも多くいます。
　地域福祉とは、支援を必要としている人たちの抱える生活上のさまざまな課題を自分たちの住
む地域で共有し、制度によるサービスだけでなく人と人とのつながりや支え合い助け合いにより
解決に向けて取り組む考え方です。
　地域福祉計画は、市内すべての人や事業所、企業などを対象として、地域の課題を解決するた
めの方向性や取り組みを示した計画です。

地域福祉活動計画とは

　民間の立場から地域福祉推進のための具体的な取り組みを
示す市社会福祉協議会の計画です。地域社会を構成するすべ
ての組織が連携・協働して取り組みを進めるためのものです。 下豊浦永町の見守り支援

　地域福祉計画と地域福祉活動計画は基本理念と基本目標を
共有し策定しました。本市と市社会福祉協議会が地域福祉推
進のため協力して取り組みを進めていきます。

福祉政策課　 (36)5585・ (32)6518・ 21383問

第 3 次近江八幡市地域福祉計画・第 3 次近江八幡市地域福祉計画・
近江八幡市地域福祉活動計画（令和 4 ～ 8 年度）を策定しました近江八幡市地域福祉活動計画（令和 4 ～ 8 年度）を策定しました

基本目標 基本施策

お互いを思いやる
まちをめざします

～人づくり～

１． 一人ひとりを尊重し理解し合う気持ちを育てる

２．地域福祉の担い手を増やす

参加とつながりによる
支えあいのまちをめざします

～つながりづくり～

１．地域住民の多様なつながりと活躍の場をつくる

２．組織間の連携強化と社会福祉法人等の活動を促進する

安心して暮らせる
まちをめざします
～基盤づくり～

１．様々な手法を活用した情報提供と相談体制を充実させる

２．隙間のない支援の実施とニーズを把握し支援につなげる

３．安全・安心な生活環境を整える

基本理念

「お互いさま」の心でつながる　参加と支えあいのまち 近江八幡

乾陽
はるな
奈さん

八幡小学校６年生

・世界児童画展（入選）
・ 「家」絵画コンクール　
（県建築士会会長賞）

・ ＪＡ「ごはん・お米とわた
し」図画コンクール（特選）

・ ＪＡ「ごはん・お米とわた
し」図画コンクール（入選）

　観音寺城プロジェクト実行委員会を発足し、観音寺城を
有名にすることを目的に、さまざまな活動を通して地域貢
献を行い、観音寺城の魅力を最大限に伝えました。

・ 県青少年書展　硬筆
　（金賞）
・ 市青少年美術展覧会
　毛筆の部（特選優秀）

・ 芸高アートコンクール　マ
ンガ・イラスト部門（入選）

・ 市青少年美術展覧会　平
面の部（特選優秀）、立体
の部（特選優秀）

・ ＪＡ「ごはん・お米とわた
し」図画コンクール（特選）

・ 市図書館を使った調べる
学習コンクール（優秀賞）

いずれも八幡小学校、写真左から

・世界児童画展
　（文部科学大臣賞）
・ 全国教育美術展（特選）

・世界児童画展
　（読売新聞社賞）

金田小学校６年生

八幡中学校３年生 八幡中学校３年生

武佐小学校２年生

八幡小学校６年生
秦友

ゆう
星
せい
さん

岩谷大
やまと
翔さん

杉村綾
あや
香
か
さん 桑名三

さん
輝
き
さん

大林真
ま
結
ゆ
さん

令和３年度 　文化芸術活動に熱心に取り組み、全国レベルなどで優秀な成績を
収めた個人や団体を表彰します。今年度、特別賞は３人、芸術賞は
10 人、審査会特別賞は 1 団体が受賞しました。（所属・学年は受賞
時のものです）

大野将
まさとら
虎さん（5年生）／全国教育美術展（入選）

川田昂
こうき
輝さん（5年生）／県宅建協会小学生絵画コンクール（優秀賞）

磯﨑結
ゆ
衣
い
さん（6年生）／全国教育美術展（入選）

塚本唯
ゆ
衣
い
さん（6年生）／京都新聞「お話を絵にする」コンクール（佳作）

南政
せいりょう
遼さん（6年生）／世界児童画展（入選）

伴奈
な
々
な
子
こ
さん（6年生）／全国教育美術展（佳作）

問 文化観光課　 (36)5529・ (36)5882

特別賞 特別賞

芸術賞

芸術賞 芸術賞

芸術賞芸術賞

審査会特別賞

八幡小学校６年生
生駒紅

くれは
葉さん

安土中学校３年生

子ども文化芸術賞

特別賞

地域福祉計画とは



広報おうみはちまん　2022.4.1 12広報おうみはちまん　2022.4.113

川上ミネ

危
機
管
理
課
（
近
江
八
幡
消
防
署
３
階
）　

（
33
）４
１
９
２　

（
33
）４
１
９
３
・

１
９
５
５
１

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
を

　
　

購
入
・
設
置
す
る
人
に
費
用
を
補
助
し
ま
す

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は
、
一
定
以
上
の

揺
れ
を
感
知
す
る
と
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
自

動
的
に
落
と
し
て
電
気
の
供
給
を
遮
断

し
、
通
電
火
災
を
防
ぐ
も
の
で
す
。
家
庭

に
設
置
す
る
こ
と
で
出
火
を
防
ぎ
、
ほ
か

の
住
宅
な
ど
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
こ
と
で
火

災
に
よ
る
被
害
を
大
き
く
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

自
ら
が
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し

て
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
を
新
た
に
購

入
お
よ
び
設
置
す
る
た
め
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯　

② 

市
避
難
行
動
要
支
援
者
制
度
登
録
名
簿

に
該
当
す
る
人
が
い
る
世
帯

対
象
製
品　
①
分
電
盤
タ
イ
プ
（〈
一
社
〉

日
本
配
線
シ
ス
テ
ム
工
業
会
の
感
震
機
能

付
住
宅
用
分
電
盤
規
格
（
Ｊ
Ｗ
Ｄ
Ｓ

０
０
０
０
７
付
２
）
に
定
め
る
構
造
お
よ

び
機
能
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）

②
簡
易
タ
イ
プ　

③
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

補
助
金
額　
購
入
お
よ
び
設
置
に
伴
う
費

用
の
半
額
（
上
限
２
万
円
）

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り

申
請
期
限　
令
和
５
年
２
月
28
日
E

申
請
方
法
　
次
の
提
出
書
類
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
見
積
書
の
写
し

③ 

購
入
お
よ
び
設
置
す
る
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
な
ど
の
仕
様
が
わ
か
る
書
類

④
設
置
補
助
確
認
調
書

※ 

申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
当
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

申

問
・

申
問
・

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
人
を
対
象
に
、
市

内
に
あ
る
住
宅
ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅

(

所
有
者
の
承
諾
を
得
た
借
家
も
可)

の

修
繕
・
改
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す

る
補
助
を
行
い
ま
す
。

工
事
業
者　
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人
ま

た
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業
主

(

下
請
け
な
ど
を
含
む
工
事
に
関
わ
る
全

て
の
業
者
も
同
様)

。

対
象
工
事

① 

外
壁
・
屋
根
の
塗
装
工
事

②
宅
内
の
模
様
替
え

③
建
物
の
耐
震
補
強

④ 

宅
内
部
分
の
便
所
・
台
所
・
浴
室
な
ど

の
水
回
り
工
事
や
配
管
工
事

⑤ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
改
修
工
事

　

な
ど

※ 

平
成
25
年
～
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た

本
市
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
や
そ
の
世
帯
員

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※ 

事
業
者
が
同
箇
所
を
「
こ
ど
も
み
ら
い

住
宅
支
援
事
業
」
で
補
助
申
請
さ
れ
る

場
合
は
、
間
接
補
助
と
な
る
た
め
補
助

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額　
10
万
円
以
上
の
工
事
費
総
額

の
15
％(

補
助
上
限
額
は
30
万
円)

申
請
期
間　

【
第
１
次
申
請
受
付
】
５
月
９
日
W
～
５

月
20
日
Y(

土
日
を
除
く)

市
民
向
け
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

地
域
経
済
活
性
化
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
を
実
施

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０
・

２
０
９
９
６

【
第
２
次
申
請
受
付
】
６
月
13
日
W
～
６

月
24
日
Y(

土
日
を
除
く)

※ 

第
２
次
は
、
第
１
次
受
付
後
に
予
算
残

額
が
あ
る
場
合
の
み
実
施
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
期
間
中
に
総
合
支
所
１

階
情
報
交
流
室
で
必
要
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
当
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

▼�
第
１
次
・
第
２
次
と
も
に
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

抽
選
日　

第
１
次
申
請
受
付
分
の
抽
選

は
、
５
月
下
旬
～
６
月
上
旬
に
実
施
予
定

で
す
。

※ 

抽
選
を
行
わ
な
い
場
合
は
申
請
者
へ
通

知
し
ま
す
。

抽
選
結
果　

抽
選
日
の
午
後
４
時
以
降

に
、
当
課
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｆ
Ｍ
（
滋
賀
県
域
）
公
開
収
録

近
江
の
太
子　

祈
り
の
リ
サ
イ
タ
ル

交
通
政
策
課　

 

（
36
）５
５
１
５
・
（
36
）５
５
５
３

　

４
月
６
日
R
～
15
日
Y
の
10
日
間
に
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
こ
の
期
間
は
、
次
の
重
点
事
項
に
気

を
つ
け
、
よ
り
一
層
交
通
事
故
の
防
止
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
近
江
の
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
」
事

業
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
数
多
く
の
番
組
音
楽
を
手
掛
け

る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
川
上
ミ
ネ
さ
ん
が
出
演

し
ま
す
。
入
場
無
料

日
時　

５
月
22
日
Q　

午
後
５
時
開
演

（
午
後
４
時
30
分
開
場
）　

会
場　

安
土
文
芸
の
郷　

文
芸
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

定
員　

１
０
０
組
２
０
０
人

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で
事
前
に
申
し

横
断
歩
道
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
と
は

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
が
互
い
に
①
横

断
歩
道
を
渡
る
意
思
表
示（
手
を
挙
げ
る
、

ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
な
ど
）、
②
道
を
譲
る

意
思
表
示
（
手
で
道
を
譲
る
合
図
な
ど
）、

③
お
礼
の
意
思
表
示
（
お
辞
儀
な
ど
）」

を
行
い
、
相
手
に
そ
の
意
思
を
伝
え
る
こ

と
で
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
交
通
事
故

の
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。

�

子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
の
確
保

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を

見
か
け
た
と
き
に
は
、
そ
の
行
動
に
十
分

注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
春

先
は
、
新
入
学
の
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
に
あ
う
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
登

下
校
の
時
間
帯
に
は
通
学
路
の
通
行
を
避

け
、
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
し
、

安
全
運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
重
点
事
項　
「
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
と
安
全
確
保
」「
歩

行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
の
安
全
運
転

意
識
の
向
上
」

　近江の国の守護を 400 年にわたって務め、巨大な観
音寺城を拠点にしていた近江源氏佐々木氏惣領家の六角
氏。その実力はどの程度だったのでしょうか。
　本展では、これまであまり知られていなかった六角高
頼・定頼・義賢の三代を取り上げて、近江・京都の戦国
史を紹介します。
　六角氏は、織田信長の上洛までの約 70 年間、室町幕
府において重要なポジションにありました。将軍の討伐
に対抗できる軍事力を持ち、政争で都を追われた将軍を
庇護し、その政治力で京都の覇権を争う三好長慶や管領
細川氏と対等に渡り合っていました。
　今回、展示する桑實寺所蔵の「桑実寺縁起絵巻」は、
六角定頼の庇護を受けた足利義晴が桑実寺に奉納した絵
巻です。現在は、京都国立博物館に預けられていますが、
本展で里帰り展示を行います。本市にゆかりのある絵巻
を、この機会にぜひご覧ください。

展覧会期　 4 月 23 日 U ～ 6 月 5 日 Q

開館時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（入館は午後 4 時 30 分まで）
休館日　月曜日（4 月 25 日、5 月 2 日は開館）
会場　県立安土城考古博物館　企画展示室
入館料　大人 900 円、高校・大学生 640 円、小・
中学生 420 円・県内在住の高齢者（65 歳以上）
460 円
※団体料金あり、信長の館との共通券あり

「桑実寺縁起絵巻」（桑實寺所蔵）

県立安土城考古博物館　 (46)2424・ (46)6140
https://www.azuchi.museum.or.jp

問

県立安土城考古博物館　春季特別展　開館 30 周年記念

「戦国時代の近江・京都―六角氏だってすごかった !!―」

込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://o

m
i-

st1
4

0
0

.
co

m

）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２
１
３
３
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
30
日u

必
着

申
問
・

安
土
未
来
づ
く
り
課　

 

（
46
）３
１
４
１
・
（
46
）５
３
２
０
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税
務
課

(

36)

５
５
０
６
・

(

33)

３
６
７
０
・ 

 

１
３
２
７
９

申

問
・ 固
定
資
産
税
の
情
報
を
開
示
し
ま
す

　

納
税
者
が
、
自
己
の
土
地
や
家
屋
の
評

価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
近
隣
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
を
確
認
（
縦
覧
）
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
書
類

① 

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格
を
記
載
）

② 

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

を
記
載
）

縦
覧
で
き
る
人

　

土
地
の
み
の
納
税
者
は
土
地
の
み
、
家

屋
の
み
の
納
税
者
は
家
屋
の
み
の
縦
覧
と

な
り
ま
す
。
借
地
人
、
借
家
人
は
土
地
家

屋
等
縦
覧
帳
簿
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

持
ち
物

・ 

本
人
の
場
合
／
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

・ 

代
理
人
の
場
合
／
委
任
状
と
、
代
理
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・ 

法
人
の
場
合
／
委
任
状
ま
た
は
代
表
者

印
と
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の

期
間　
４
月
１
日y

～
５
月
31
日e

　

納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
う
ち
自
己
の
資
産
に
つ
い
て
確
認
（
閲

覧
）
で
き
ま
す
。
ま
た
、
借
地
人
、
借
家

人
も
使
用
ま
た
は
収
益
の
対
象
と
な
る
部

分
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
書
類

　

固
定
資
産
課
税
台
帳（
所
有
者
の
氏
名
・

住
所
、
固
定
資
産
の
所
在
地
・
税
額
な
ど
）

持
ち
物

・ 
本
人
の
場
合
／
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

・ 

代
理
人
の
場
合
／
委
任
状
と
、
代
理
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・ 

法
人
の
場
合
／
委
任
状
ま
た
は
代
表
者
印

と
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

・ 

借
地
人
、
借
家
人
の
場
合
／
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
（
権
利
の
成
立
お
よ
び
有
効

性
を
確
認
で
き
る
書
類
）
と
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

期
間　
４
月
１
日y

か
ら
通
年
実
施

●
縦
覧
・
閲
覧
の
場
所
と
時
間

税
務
課
、
安
土
未
来
づ
く
り
課

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

そ
の
他　
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は

５
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。

土
地
・
家
屋
価
格
を

　
　
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

固
定
資
産
税
の
内
容
を

　
　
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

環境課　 (36)5509・ (36)5882・ 8937問

　生後 90 日を過ぎた犬を飼っている人は、犬の登録と年１回の狂犬病予防注射が法律で義務付けら
れています。下表のとおり狂犬病予防注射の会場を設けますので、お近くの会場までお越しください。
　また、登録している犬が死亡した場合は、必ず届け出をお願いします（電話でも可）。

※ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、集
合注射を延期または中止する場合があります。市
ホームページで随時お知らせします。

※会場では必ずマスクの着用をお願いします。

　３月９日、本市と県と関西学院大学の２者と、
ヴォーリズ建築などを通じた連携・協力に関す
る連携協定を締結しました。
　本協定で、ヴォーリズ氏が生涯にわたり居住
し社会奉仕事業に尽くした本市と県、同大学が
相互に連携・協力して、ヴォーリズ氏の功績や
建築などを通じた共同事業に取り組むことを目
的とします。
　今後、連携協定に基づき本市に多く存在する
ヴォーリズ建築を対象とした実地研究や学生の
アイデアをいかしたまちづくり、観光ルートの
開発、市民・県民と学生の交流など、さまざま
な分野で連携・協力します。

持ち物　犬の登録カード（登録済みの場合）
手数料（１匹あたり）
狂犬病予防注射のみ／ 3,500 円
犬の登録と予防注射／ 6,500 円

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに

ヴォーリズ建築保存活用で

県・関西学院大学と協定締結

◆注射担当：福永獣医（フクナガ動物病院）
会場 時間

４
月
19
日
E

近江八幡図書館前駐車場  9:00 ～ 9:15
船木自治ハウス前  9:25 ～ 9:35
小船木町公民館前  9:45 ～ 10:00
近江八幡エコハウス前 10:10 ～ 10:20
土田会館前 10:30 ～ 10:40
八幡コミュニティセンター前 10:50 ～ 11:00
第 14 区集会所前（出町） 11:10 ～ 11:25
第 3 区自治会館前（博労町） 11:35 ～ 11:45
北之庄町北浜遊園地前 11:55 ～ 12:05
牧町五社神社前 13:05 ～ 13:25
岡山コミュニティセンター前 13:35 ～ 13:45
加茂町自治会館前 13:55 ～ 14:15
田中江町自治会館前 14:25 ～ 14:35

◆注射担当：福永獣医（フクナガ動物病院）
会場 時間

５
月
17
日
E

内野作業所前  9:00 ～ 9:10
老蘇コミュニティセンター前  9:20 ～ 9:35
石寺楽市前   9:45 ～ 10:00
安土町総合支所前 10:10 ～ 10:25
宮津自治会館前 10:35 ～ 10:50
上豊浦あったかハウス前 11:00 ～ 11:15
常楽寺会館前 11:25 ～ 11:35
安土コミュニティセンター前 11:45 ～ 11:55
下豊浦農協倉庫前 12:10 ～ 12:20
安土町大中草の根ハウス前 12:30 ～ 12:40◆注射担当：小宮獣医（キャットクリニック）

会場 時間

４
月
27
日
R

末広町公民館前  9:00 ～ 9:10
西生来町集落センター前  9:20 ～ 9:30
友定町草の根ハウス前  9:40 ～ 9:55
西宿町農協倉庫前 10:05 ～ 10:15
御所内町草の根ハウス前 10:25 ～ 10:35
長田町ホタル広場付近 10:45 ～ 10:55
西庄町公民館前 11:05 ～ 11:20
浅小井町ふれあいセンター前 11:30 ～ 11:45
新中小森自治会館前 13:00 ～ 13:10
北中小森自治会館前 13:20 ～ 13:30
五月自治会館前 13:40 ～ 13:50
堀上町自治会館前 14:00 ～ 14:10

◆注射担当：小宮獣医（キャットクリニック）
会場 時間

５
月
16
日w

農土香の郷大中前  9:00 ～ 9:15
白王町鳰の湖会館前  9:25 ～ 9:35
草の根ハウスまるやま前  9:45 ～ 9:55
島コミュニティセンター前 10:05 ～ 10:15
丸の内自治会館前 10:35 ～ 10:50
北里コミュニティセンター前 11:00 ～ 11:15
小田町自治会館前 11:25 ～ 11:40
野村町集落センター前 11:50 ～ 12:00
佐波江町公民館前 12:10 ～ 12:20

◆注射担当：三上獣医（みかみ動物病院）
会場 時間

５
月
25
日
R

安土コミュニティセンター前  9:00 ～ 9:15
老蘇コミュニティセンター前  9:25 ～ 9:40
武佐コミュニティセンター前  9:50 ～ 10:05
馬淵コミュニティセンター前 10:15 ～ 10:30
金田コミュニティセンター前 10:40 ～ 10:55
八幡コミュニティセンター前 11:05 ～ 11:20
桐原コミュニティセンター前 11:30 ～ 11:45
岡山コミュニティセンター前 13:00 ～ 13:15
北里コミュニティセンター前 13:25 ～ 13:40
島コミュニティセンター前 13:55 ～ 14:10

◆注射担当：森獣医（森動物病院）
会場 時間

４
月
14
日
T

浄土寺会館前  9:00 ～ 9:10
岩倉会議所前  9:20 ～ 9:30
馬淵コミュニティセンター前  9:40 ～ 10:00
東川農業倉庫前 10:10 ～ 10:25
東横関自治会館前 10:35 ～ 10:45
若宮町会議所前 10:55 ～ 11:05
若葉町自治会館前 11:15 ～ 11:25
上田町農業倉庫前 11:35 ～ 11:45
安養寺町草の根広場前 13:05 ～ 13:15
上野町自治会館前 13:25 ～ 13:40
古川町公民館前 13:50 ～ 14:05
柳町公民館前 14:15 ～ 14:30
川原町公民館前 14:40 ～ 14:55
池田本町公民館前 15:05 ～ 15:20
桐原コミュニティーセンター前 15:30 ～ 15:45

問 国
民
健
康
保
険　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
治
療
に

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

助
成
額　
検
診
費
用
の
２
分
の
１（
上
限

額
２
万
円
、１
年
度
に
１
回
の
助
成
）

※ 

特
定
健
診
項
目
を
満
た
さ
な
い
ド
ッ
ク

や
オ
プ
シ
ョ
ン
検
診（
が
ん
検
診
、
脳

ド
ッ
ク
な
ど
）の
費
用
は
対
象
外
で
す
。

申
請
方
法　
検
診
後
に
次
の
も
の
を
持
参

し
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
人
間
ド
ッ
ク
検
診
結
果
の
写
し
②
領
収

書（
原
本
）
③
国
民
健
康
保
険
証
④
特
定

健
診
受
診
券（
５
月
下
旬
に
送
付
）
⑤
振

込
先
が
わ
か
る
も
の（
預
金
通
帳
な
ど
）

※ 

昨
年
度
内
に
受
診
し
た
人
は
、検
診
結
果

が
届
き
次
第
、速
や
か
に
申
請
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、県
内
の
人
間
ド
ッ

ク
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
・
検
査
機
関
で

受
診
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

①
受
診
日
に
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

満
年
齢
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
②
市

税
、
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
③
今
年
度
の
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い（
受
け
る
予
定
の
な
い
）
人
④
検
診

後
に
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
特
定
保
健

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
⑤
市
が

検
査
結
果
を
利
用
す
る
こ
と
に
承
諾
い
た

だ
け
る
人

保
険
年
金
課　

(

36)

５
５
０
１
・

(

33)

１
７
１
７
・

１
０
７
８
７
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申
問
・

申
問
・

ご存じですか？

路上喫煙していませんか？

禁煙したい人は禁煙外来や
禁煙相談を活用しましょう

健康推進課　 （33）4252・ （34）6612

健康推進課　 （33）4252・ （34）6612

　喫煙はがんや生活習慣病を発症するリスクの一つです。そ
のほかにも妊娠しにくくなったり、早産や突然死など、子ど
もにも影響を与えます。特に受動喫煙は喫煙者と同等以上の
リスクがあります。

対象
○ 令和 5 年 3 月 31 日時点の年齢が 65 歳、70 歳、

75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳の人で、
今までに高齢者肺炎球菌予防接種（全額自費での
接種も含める）を１回も受けたことがない人

○ 接種日当日に 60 ～ 64 歳で、厚生労働省の指定す
る一定の障がい（心臓や腎臓、呼吸器に重い疾患
や免疫機能の低下）がある人

接種費用
　4,120 円（生活保護世帯の人は無料）
接種方法
○ 今年度に初めて対象者となる 65 歳の人には、接種

　高齢者肺炎球菌予防接種は、93 種類ある肺炎球菌のうち、23 種類の肺炎球菌による気管支炎や肺炎、敗血症など
重症化を防ぐ予防接種です。

高齢者肺炎球菌予防接種

麻しん風しん二種混合（MR）２期予防接種

　平成 30 年の健康増進法の改正により、喫煙者には、「望
まない受動喫煙」防止のための配慮義務があります。できる
だけ人がいない場所で喫煙する、子どもや患者など特に配慮
が必要な人が集まる場所では喫煙を控えるといった配慮が必
要です。

　路上喫煙はほかの歩行者や道沿いの施設への受動喫煙に影
響し、ポイ捨てなど環境問題にもつながるため控えましょう。

問 安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を

４
月
か
ら
新
生
児
の
た
め
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す

障
が
い
児
者
向
け
の

施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
拡
充
し
ま
す

生
ご
み
処
理
器
の
補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す

健
康
推
進
課　

 

（
33
）
４
２
５
２
・

（
34
）
６
６
１
２

                    

１
７
９
１
３

障
が
い
福
祉
課

 

（
31
）
３
７
１
１
・

（
31
）
３
７
３
８
・

１
９
１
１
７

環
境
課　

（
36
）
５
５
０
９
・

（
36
）
５
８
８
２

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち

１
０
０
０
人
に
１
～
２
人
は
耳
の
聞
こ
え

に
障
が
い
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

聞
こ
え
の
障
が
い
は
、
早
く
発
見
さ
れ

生
後
６
か
月
ご
ろ
ま
で
に
適
切
な
支
援
を

開
始
す
る
こ
と
で
、
話
す
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

眠
っ
て
い
る
と
き
に
小
さ
な
音
を
聞
か
せ

て
、
そ
の
反
応
を
み
る
検
査
で
す
。
検
査

は
数
分
間
で
、
薬
の
使
用
は
な
く
痛
み
や

副
作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
産
し
た
医
療

機
関
な
ど
で
、
生
後
２
～
４
日
に
検
査
を

行
い
ま
す
。
早
期
発
見
の
た
め
の
大
切
な

検
査
な
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
新
生
児
聴
覚
検
査

を
受
け
た
人
へ
の
助
成
額
を
増
額
し
、
多

胎
妊
婦
へ
超
音
波
検
査
受
診
券
を
２
枚
追

加
で
交
付
し
ま
す
。

　

自
宅
で
の
入
浴
が
困
難
な
重
度
の
身
体

障
が
い
児
者
な
ど
に
対
し
て
、
身
体
の
清

潔
の
保
持
、
心
身
機
能
の
維
持
な
ど
を
目

的
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
３
月
か
ら
施
設
入
浴
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
が
拡
充
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

追
加
事
業
所

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
（
上

田
町
１
３
１
５
番
地
１
）

　

今
年
度
か
ら
、
補
助
金
の
増
額
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
生
ご
み
を
減
ら
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け

て
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

○ 

販
売
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
（
本
人
が

購
入
し
た
と
わ
か
る
も
の
）

○
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

○
通
帳
の
写
し（
本
人
名
義
の
口
座
に
限
る
）

〇
誓
約
書

※ 

申
請
に
必
要
な
書
類
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
券
の

　
　
　
　
　
　
　
助
成
上
限
金
額
の
増
額

　

新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
券
の
助
成
上
限

金
額
を
、
２
０
０
０
円
か
ら
３
５
０
０
円

に
増
額
し
ま
す
。

対
象
者
　
４
月
１
日
以
降
に
新
生
児
聴
覚

検
査
を
受
診
す
る
人

多
胎
妊
婦
へ
の

　
　
　
超
音
波
検
査
受
診
券
の
追
加
交
付

対
象
者
　
４
月
１
日
以
降
に
妊
婦
健
診
を

受
診
す
る
多
胎
妊
婦

交
付
方
法　
多
胎
と
診
断
さ
れ
、
母
子
健

康
手
帳
の
交
付
を
申
請
さ
れ
た
際
に
、
追

加
分
の
受
診
券
を
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で

交
付
し
ま
す
。

※ 

い
ず
れ
も
３
月
31
日
以
前
に
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
４
月
１
日
以
降

に
妊
婦
健
診
を
受
診
す
る
人
も
対
象
で

す
。対
象
者
に
は
、案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

※ 

い
ず
れ
も
健
診
受
診
日
に
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

利
用
対
象（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
）

・ 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
重
度
の
障
が
い

児
者
で
寝
た
き
り
な
ど
の
状
態
（
介
護

保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
険
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
を
除
く
）

・ 

医
師
が
入
浴
可
能
と
認
め
て
い
る

・ 

病
院
に
入
院
し
た
り
施
設
に
入
所
し
た
り

し
て
い
な
い

・
介
護
者
の
立
会
い
が
可
能
で
あ
る

※ 

利
用
負
担
や
申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く

は
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種類 補助金額 補助限度額

非電気式処理器
購入費用の 3/4 に相当する額

（1 世帯につき 5 年間に 2 基まで）
4,500 円

電気式処理器
購入費用の 3/4 に相当する額

（1 世帯につき 5 年間に 1 基まで）
30,000 円

外出先でまわりに子どもはいないか

近隣宅にたばこの煙が流れ込んでいないか
医療施設や子どもの多い学校・塾などの教
育施設などが近くにないか
家庭内で妊婦（妊娠希望女性も含む）や子
ども、高齢者などはいないか

CHECK
喫煙前

その喫煙、大丈夫？
受動喫煙にご注意ください

お済みですか？
高齢者肺炎球菌予防接種・麻しん風しん二種混合（MR）２期予防接種

対象
　平成 28 年 4 月 2 日～平成 29 年 4 月 1 日生まれの人
接種期間
　小学校就学前の１年間 ( 年長児クラス ) が無料の接種期
間です。この期間を過ぎると有料となりますので、早めに
接種してください。

注意事項
・ すでに麻しん（はしか）、風しんのいずれかにかかっ

た場合でも、混合ワクチンの接種が可能です。
・ ほかの予防接種についても母子健康手帳を確認し、

未接種のものがあれば早めに接種してください。
・ 実施医療機関など詳しくは、令和４年度の健康ガイ

ドブックをご覧ください。

券（ハガキ）を送付しますので、医療機関へ持参の
うえ接種してください。生活保護世帯の人には無料
券を４月中に送付します。

○  65 歳以外の対象者の人で接種を希望する人には、
接種券を発行しますので当課までご連絡ください。

○ 市外の医療機関で接種する場合は、事前に申請が必
要ですので、接種 2 週間前までに当課までご連絡く
ださい。

注意事項
　新型コロナウイルスワクチンとの同時接種はできま
せん。13 日以上の間隔をあけて接種してください。

問

問
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問 忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き

の
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

※ 

市
外
へ
の
転
出
、
死
亡
、
生
活
保
護
の

開
始
に
よ
る
資
格
喪
失
の
場
合
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類

　

新
た
に
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
証（
加

入
者
全
員
分
）、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
書
類（
世

帯
主
お
よ
び
加
入
者
全
員
分
）、
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

が
、
就
職
な
ど
に
よ
り
ほ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の

資
格
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
な

い
場
合
、
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
ら
ず
、

保
険
料
が
賦
課
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。４
月
は
窓
口
が
混
雑
す
る
こ

と
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止

保
険
年
金
課　

(

36)

５
５
０
１
・

(

33)

１
７
１
７
・

６
７
９
５

長寿福祉課　 （31）3737・ （31）3738問
保険年金課　 （36）5751・ （33）1717・ 8816

滋賀県後期高齢者医療広域連合　 077（552）3013

問

地域包括支援センターの業務
①総合相談支援業務
　介護に関する相談や悩み、健康や福祉、医療や生活に関することなどの相談をお聞きし、内容
に応じて適切なサービスや機関、制度の利用につなげます。
②介護予防ケアマネジメント業務
　皆さんの心身の状態に合わせて、自立した生活を維持するための介護予防の支援をします。
③権利擁護業務
　高齢者の皆さんが安心して生活ができるよう、関係機関と連携して情
報提供や相談を行います。
④包括的・継続的ケアマネジメント業務
　地域のケアマネジャーや医療機関など、さまざまな関係機関とのネット
ワークづくりを行い、住みよい地域づくりを支援します。

　東部地域包括支援センターは、平成 26 年に長田町に開設以降、金田・馬淵・武佐・安土・老蘇学区の高
齢者の皆さんの総合相談窓口として、主任介護支援専門員、社会福祉士、保健師などの専門職員が連携し、
さまざまな相談に対応しています。
　5 月から、安土町総合支所に移転し、引き続き高齢者の介護や生活などに関する相談をお受けしますので、
身近な相談窓口としてお気軽にご利用ください。

※東部地域包括支援センターの電話番号が新しくなります。

5 月から東部地域包括支援センターが安土町総合支所に移転します令和 4・5 年度の

後期高齢者医療制度の保険料率が変わります

お住まいの学区 機関名 住所 電話番号
金田・馬淵・武佐・安土・老蘇 東部地域包括支援センター 安土町小中 1-8 (46)3364

八幡・岡山・島・沖島 中北部地域包括支援センター 北之庄町 912 (31)1970

桐原・桐原東・北里 西部地域包括支援センター 江頭町 417-2 (36)2205

学校教育課　 (36)5531・ (32)3352問

　近江八幡保健文化賞は、近江八幡市学校保健会が平成 8 年に全国レベルの「保健文化賞」を受賞したこ
とを記念し、平成 10 年に創設しました。この賞は、市内の保育所（園）、幼稚園、こども園、小・中学校で、
保健衛生の普及向上に寄与し、功績が認められる個人または団体を顕彰することにより、子どもたちの健
康推進を中心に捉えた活動が今後一層活発になることを目的としています。地域や学校・園でご活躍され
ている個人や団体がいましたら、お近くの学校・園にお知らせください。
　例年、同会主催の「学校保健を語る会」の中で表彰と取組発表を行っていますが、今年度は新型コロナ
ウイルス感染症の影響で開催中止になりました。そのため、受賞した各校で表彰式を行いました。

※所得割額の計算方法
　総所得金額などから基礎控除の 43 万円を差し引いた金額×左記の割合

均等割額が軽減される場合

■均等割額が７割軽減される人
基礎控除額（43万円）＋10万円×（年金・給与所得者の数－１）
以下
■均等割額が５割軽減される人
基礎控除額（43万円）＋（28.５万円×世帯の被保険者数）＋10
万円×（年金・給与所得者の数の数ー１）以下

　世帯主と被保険者全員の所得が一定以下の人は、世帯の所得水準に合わせて、均等割額が軽減されます。いずれも
被保険者とその世帯の世帯主の総所得金額などが、次の計算式を超えない人に限ります。

おひとりごとの新しい保険料の額は

7月に郵便でお知らせします

■保険料率（年額）

第 24 回近江八幡保健文化賞の受賞者が決定

金田小学校　健康安全委員会
テーマ「コロナウイルスに負けるな！
　　　　　　みんなの健康を守ろう」

テーマ「馬っ子の健康づくり」

馬淵小学校　児童保健委員会
テーマ「歯みがきに関する取組」

老蘇小学校　児童保健委員会

申
問
・

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

必
要
書
類　

学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
学
生
証
・
在
学
証
明
書
な
ど
）、

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

留
意
事
項

・ 

過
去
に
申
請
で
き
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
場
合
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
は
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

・ 

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
追
納
し
た

期
間
は
、
保
険
料
納
付
済
み
期
間
と
な

り
、年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
収
入

が
少
な
く
、
保
険
料
を
支
払
え
な
い
学
生

に
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

・ 

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下（
目

安
は
１
２
８
万
円
）の
人

・ 

大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
な
ど
に
在

学
し
て
い
る
人

承
認
期
間　

４
月
～
令
和
５
年
３
月

※ 

令
和
３
年
度
に
承
認
さ
れ
た
人
で
、引
き

続
き
希
望
す
る
場
合
は
申
請
が
必
要
。

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
２
・

（
33
）１
７
１
７
・

９
３
０
３

区分

保険料率

現行

（令和 2・3 年度）

改定後

（令和 4・5 年度）

被保険者均等割額 45,512 円 46,160 円

所得割率※ 8.70％ 8.70％

年間保険料上限額 64 万円 66 万円

■均等割額が２割軽減される人
基礎控除額（43万円）＋（52万円×世帯の被保険者数）＋10
万円×（年金・給与所得者の数ー１）以下

※ 年金・給与所得者の数は、令和３年中の給与収入が55万
円を超える人、または65歳以上で公的年金などの収入額
が125万円を超える人が該当します。

相談のあるときは
まずはお電話ください



　　　　　　　　　　　

開館時間やイベント詳細は

　市ホームページから確認できます。
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子育て応援ひろば
4月のイベント情報

八 八幡子どもセンター（火～土曜日）                        （32）6330

東 八幡東子どもセンター（火～土曜日）                    （37）2862

西 八幡西子どもセンター（火～土曜日）                    （33）0703

ク 子育て支援センター「クレヨン」（月～金曜日）  （36）7270

安  安土子育て支援センター（月・火・木・金曜日）   （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）        

ほ・金 ほんわかの家・金田（水・木・日曜日）  

あ あいあいの家（火・水・金曜日）                  

は はちはぴひろば（月・火・金・土曜日）        

保 保健センター（月～金曜日）                        

（32）3077

080（2538）7523

（31）2677

（38）5623

（33）4252

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★緑色の字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

※新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため、イベントを中止する場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 31 1 2
 ほ・八えほんの時間
　午前11時30分～

 ほ・八ほんわかサタデー
　午前10時～

3 4 5 6 7 8 9
ほ・金双子ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・八★防災用スリッパ
を作ろう！
　午前10時～

あお話広場
　午前10時30分～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

 ほ・八★ティータイム
　午前10時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

東★子育て相談・身体
測定
　午前10時～（就学前まで）

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

10 11 12 13 14 15 16
ク赤ちゃん広場
　午前9時30分～、午後１時30分
～（2か月～1歳児）

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・金赤ちゃんデー
　午前10時～

西子育て相談
　午前10時～（乳幼児）

ク★子育て相談日
　午前9時～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

東体育館開放
　午前10時～（就学前まで）

17 18 19 20 21 22 23
ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

保★離乳食教室
（完了期・11か月児）
　午前９時30分～（オンライン）、
午前10時30分～（来所）

八★こいのぼり作り
　午前10時～（乳幼児）

ク★おしゃべりサロン
　午前10時～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

ほ・金フリートーク
　午後1時30分～

東★こいのぼり作り
　午前10時～（就学前まで）

西★リトミック
　午前10時～（1歳6か月まで）

安子育て相談室
　午前９時30分～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

保★離乳食教室
（中後期・７か月児）
　午前９時30分～（オンライン）、
午前10時30分～（来所）

東★したじき作り
　午後2時～（小学生）

24 25 26 27 28 29㊗ 30
ほ・金身体測定日
　午前10時～

ク赤ちゃん広場
　午前9時30分～、午後１時30分
～（2か月～1歳児）

安絵本のひろば
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

八にこにこデー
　午前９時30分～（0歳児）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

保★離乳食教室
（初期・５か月児）
　午前９時30分～（オンライン）、
午前10時30分～（来所）

西★こいのぼり作り
　午前10時～（乳幼児）

ほ・八しゃべりば
　午前10時30分～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

ほ・金身体測定日／赤
ちゃんデー
　午前10時～

ク身体計測
　午前９時30分～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデー
　午前10時～

ほ・八ハーフバースデー
ウィーク
　午後1時～

近
江
八
幡
図
書
館　

（
32
）
４
０
９
０
・

（
32
）
４
０
９
９

子
ど
も
家
庭
相
談
室

（
31
）
４
０
０
１
・

（
32
）
６
５
１
８

近
江
八
幡
図
書
館

三
角
コ
ー
ナ
ー
に
作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

す
べ
て
の
子
ど
も
の
た
め
に

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
開
設
し
ま
す

　

近
江
八
幡
図
書
館
の
玄
関
入
り
口
に
あ

る
三
角
コ
ー
ナ
ー
（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
）
に
、

ご
自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
手
作
り
作
品

な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

年
間
６
回
ほ
ど
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
内
容
や
展
示
時
期
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
で
は
、
子

ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け

付
け
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。
子
育

て
の
悩
み
や
困
り
ご
と
だ
け
で
は
な
く
、

児
童
虐
待
や
家
庭
内
の
問
題
な
ど
に
も
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

【三角コーナーのサイズ】
・三角コーナー　２面
・ガラスの高さ　50 ㎝

申

問
・

37cm
83cm

187cm

37cm
83cm

187cm

（平面図）

83 ㎝

83 ㎝

187 ㎝

187 ㎝

37 ㎝

37 ㎝

相
談
場
所

　

子
ど
も
家
庭
相
談
室（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）

対
象

　

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
、
そ
の

家
族
、
妊
産
婦
な
ど

相
談
内
容

　

子
育
て
が
つ
ら
い
、
育
児
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
、
イ
ラ
イ
ラ
を
子
ど
も
に
ぶ

つ
け
て
し
ま
う
、
子
ど
も
が
学
校
に
行
き

た
が
ら
な
い
、
家
族
か
ら
暴
力
を
受
け
て

い
る
、
頼
れ
る
人
が
近
く
に
お
ら
ず
不
安

な
ど

改定前 改定後

全部支給 43,160 円 43,070 円

第 2 子加算額 10,190 円 10,170 円

第 3 子以降加算額 6,110 円 6,100 円

一部支給 10,180 円～ 43,150 円 10,160 円～ 43,060 円

第 2 子加算額 5,100 円～ 10,180 円 5,090 円～ 10,160 円

第 3 子以降加算額 3,060 円～ 6,100 円 3,050 円～ 6,090 円

改定前 改定後

特別児童扶養手当
52,500 円
34,970 円

（1 級）52,400 円
（2 級）34,900 円

特別障害者手当 27,350 円 27,300 円

障害児福祉手当 14,880 円 14,850 円

①子ども支援課　 （36）5562・ （32）6518

②障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738

①児童扶養手当

法令の改正により、4 月からの手当額（月額）は次のとおり改定されます。

※一部支給額は所得などに応じて決定します。

②特別児童扶養手当・
　特別障害者手当・障害児福祉手当

7372

児童扶養手当など
各種手当の支給額が変わります

問

問
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こ
の
機
会
に
発
達
障
が
い
に
関
す
る
理

解
を
深
め
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

日　

４
月
２
日
U
～
８
日
Y　

午
後
６

時
30
分
～
９
時

場　

白
雲
館（
為
心
町
元
）

問　

障
が
い
福
祉
課

（
31
）３
７
１
１
・

（
31
）３
７
３
８

　

要
約
筆
記
と
は
、
発
言
者
の
話
を
聞
き

要
約
し
て
書
く
こ
と
で
、
聴
覚
障
が
い
者

に
そ
の
場
の
話
の
内
容
を
伝
え
る
通
訳
の

こ
と
で
す
。
要
約
筆
記
の
技
術
を
習
得
し
、

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る

要
約
筆
記
者
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日　

５
月
28
日
U
～
令
和
５
年
１
月
21

日
U
の
火
曜
ま
た
は
土
曜　

全
23
回

火
曜
／
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
、

土
曜
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

一
部
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
可

※ 

詳
し
い
日
程
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
（
草

津
市
大
路
二
丁
目
）

対　

全
回
受
講
可
能
な
県
内
在
住
・
在
勤

の
18
歳
以
上
の
人

￥　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７
０

円
必
要
）

締　

５
月
20
日
Y

申
問
・
　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
１
）６
１
１
１

https://shigajou.or.jp

る
区
域
で
、次
の
開
発
行
為
が
規
制
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・ 

災
害
危
険
区
域
な
ど
で
の
開
発
の
原
則

禁
止（
自
己
の
居
住
用
を
除
く
）

・
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
の
厳
格
化

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

都
市
計
画
課

（
36
）５
５
１
０
・

（
32
）５
０
３
２

１
９
２
１
９

　

民
法
改
正
に
よ
り
、４
月
か
ら
成
年
年

齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
が
、
本
市
の
成
人
式
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
20
歳
の
人
を
対
象
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

問　

生
涯
学
習
課

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５

１
５
４
１
３

　

４
月
２
日
は
国
連
で
定
め
ら
れ
た「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」、
４
月
２
日
～
８

日
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。

　

市
で
は
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発

達
障
が
い
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願

い
、
こ
の
間
、
白
雲
館
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
て
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の

家
族
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
支
援
、
発

達
障
が
い
の
特
性
や
必
要
な
配
慮
に
対
す

る
理
解
と
支
援
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
啓

発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

に
達
し
な
け
れ
ば
、
運
転
免
許
証
の
更
新

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
の
導
入

　

申
請
に
よ
り
、
運
転
免
許
に
対
象
車
両

を
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
に
限
定
す
る

な
ど
の
条
件
を
付
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
者

の
年
齢
や
申
請
の
時
期
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
限
定
条
件
を
解
除
す
る

時
は
審
査
が
必
要
で
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
カ
ー
限
定
免
許
の
人
が
サ
ポ

ー
ト
カ
ー
以
外
の
車
を
運
転
し
た
場
合
は

違
反
に
な
り
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

滋
賀
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

０
７
７
（
５
８
５
）１
２
５
５

　

国
道
８
号
彦
根
～
東
近
江（
仮
称
）は
、

彦
根
市
を
起
点
と
し
近
江
八
幡
市
を
終
点

と
す
る
約
24
㎞
の
計
画
道
路
で
す
。
路
線

概
要
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

日　

４
月
26
日e

　

午
後
７
時
～

場　

老
蘇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

問　

土
木
課　

国
・
県
事
業
推
進
室

（
36
）５
５
４
０
・

（
32
）５
０
３
２

２
１
０
２
７

　

頻
発
・
激げ
き
じ
ん
か

甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
応

し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
対
策

を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
に
都
市
計
画
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、４
月
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
災
害
の
危
険
性
の
あ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
直

接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　

搬
入
量
10
㎏
に
つ
き
２
０
０
円

対
象
品
目　

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
、電
子
ピ

ア
ノ
、電
子
オ
ル
ガ
ン
、エ
レ
ク
ト
ー
ン
な
ど

２
１
３
６
７

▼ 

資
源
ご
み
集
団
回
収
団
体
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化

を
促
進
す
る
た
め
、
自
治
会
や
町
内
会
、

子
ど
も
会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団

体
が
実
施
す
る
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
を

年
２
回
以
上
実
施
す
る
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
品
目　

新
聞（
広
告
チ
ラ
シ
含
む
）・

雑
誌（
そ
の
他
雑
紙
類
含
む
）、ダ
ン
ボ
ー

ル（
紙
箱
含
む
）・
牛
乳
パ
ッ
ク
、
ア
ル
ミ

缶
、古
布（
古
着
）、リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶（
ビ

ー
ル
瓶
、一
升
瓶
な
ど
）

※
２
品
目
以
上
の
回
収
が
対
象

補
助
金
額　

回
収
量
１
キ
ロ
ま
た
は
１
本

に
つ
き
３
円（
古
布
は
５
円
）

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

７
２
８
２

問　

環
境
課

（
36
）５
５
０
９
・

（
36
）５
８
８
２

▼
75
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
更
新
手
続
き

　

普
通
自
動
車
を
運
転
で
き
る
運
転
免
許

を
保
有
す
る
75
歳
以
上
の
人
で
、
一
定
の

違
反
歴
が
あ
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
更

新
時
に
運
転
技
能
検
査
の
受
験
が
必
要
で

す
。
な
お
、
検
査
の
結
果
が
一
定
の
基
準

日 日時 場 場所
対 対象 内 内容
定 定員 ￥ 費用
出 出演 持 持物
講 講演・講師
申 申込方法
締 申込締切 /期間

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

締　

５
月
６
日y

２
０
９
９
３

申
問
・
　

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

（
36
）５
５
５
２
・

（
36
）５
５
５
３

010406@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１（
桜
宮
町
２
３
６
）

　

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
伴
う
混
雑
の
緩
和
の

た
め
、
市
道
白
雲
宮
内
線
交
通
安
全
対
策

協
議
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
交
通
安

全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

４
月
29
日
D
～
５
月
５
日
D　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

内
容　

大
型
乗
用
車（
11
人
乗
り
以
上
）

乗
り
入
れ
禁
止（
路
線
バ
ス
を
除
く
）

区
間　

八
幡
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
乗
り
場
付

近
～
白
雲
館
前
鳥
居

※ 

八
幡
堀
周
辺
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
周

辺
の
観
光
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

交
通
政
策
課　

（
36
）５
５
１
５

文
化
観
光
課　

（
36
）５
５
７
３

▼ 

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
・
電
子
ピ
ア
ノ
な

ど
の
処
分
方
法

　

４
月
か
ら
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
や
電

子
ピ
ア
ノ
な
ど
の
粗
大
ご
み
を
環
境
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
で
き
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
は
で
き

▼
第
２
期
市
民
自
治
基
本
計
画
を
策
定

　

市
民
、地
域
、企
業
、行
政
な
ど
が
共
に

協
力
し
合
い
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
で
す
。

市
が
目
指
す
方
針
や
理
念
、
取
り
組
み
な

ど
を
示
し
、
令
和
４
～
８
年
度
が
計
画
期

間
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
８
４
５

▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
を
募
集

　

市
民
と
行
政
な
ど
が
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
自
治
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
策
の
評
価
や
検

証
を
行
う
た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

募
集
人
員　

１
人

委
員
任
期　

２
年
間（
会
議
は
年
２
～
３

回
程
度
を
予
定
）

申　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
文
テ
ー
マ「
市
民
、
地
域
、
市

と
の
理
想
的
な
役
割
分
担
～
ま
ち
の
課
題

解
決
の
場
に
お
い
て
～
」４
０
０
～
８
０

０
字
程
度（
様
式
自
由
）を
添
え
て
、持
参
、

ホームページ
ID番号

成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
も

成
人
式
は
20
歳
を
対
象
に
開
催
し
ま
す

国
道
８
号
彦
根
～
東
近
江
（
仮
称
）

事
業
計
画
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

広告

白鳥メディカルゾーン
②田原整形外科
　TEL(33)1780

③耳鼻咽喉科
　　坂口クリニック
　TEL(36)3341

④ともこどもクリニック
　TEL(33)5565

　TEL(43)1178
①白鳥 内科脳・神経

総合

都
市
計
画
法
改
正
の
お
知
ら
せ

５
月
13
日
か
ら

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
ま
す

ま
ち
づ
く
り
協
働
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
牟
禮
八
幡
宮
前
道
路
の

交
通
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
に

白
雲
館
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

令
和
４
年
度
要
約
筆
記
者
養
成
講
座

（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）
受
講
者
募
集

広告

近江八幡市御所内町２１７
A（３７）６００１ S（３７）６０５１

ＬＰガス・石油製品・ガス給湯器・石油給湯器

システムキッチン・システムバス・各種設備工事

ご入学、ご就職
おめでとうございます

谷石油ガス店谷石油ガス店

広告

広告
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返
信
用
封
筒
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
郵
送

で
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
申
請
の
条
件

・ 

国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・ 

高
額
療
養
費
支
給
申
請
月
に
お
い
て
対

象
世
帯
の
世
帯
主
が
健
在
で
あ
る
こ
と

必
要
書
類

・ 

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書

・ 

振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
の
写
し

（
前
回
と
同
じ
振
込
先
の
場
合
は
不
要
）

※ 

申
請
書
が
届
く
前
に
申
請
す
る
場
合

は
、
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
が
必
要

で
す
。

※ 

福
祉
医
療
費
の
償
還
払
い
に
該
当
す
る

人
は
、別
途
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
申
請
書
が
届
い
て
か
ら
の
手
続
き

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

保
険
年
金
課

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

７
５
７
５

　
「
鍵
、財
布
、メ
ガ
ネ
な
ど
探
し
物
を
よ

く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
家
族
に
何
度

も
同
じ
こ
と
を
言
う
と
指
摘
さ
れ
る
」、

「
予
定
を
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」

な
ど
、こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
ま
で
と
比
べ
て
、
何
ら
か
の
変
化
が

感
じ
ら
れ
る
場
合
は
認
知
症
予
備
軍
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
は
病
気
に
な
る
前

か
ら
、
変
化
を
感
じ
始

め
た
早
期
か
ら
対
応
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
相
談
会
で
は
、

障がい福祉課　 （31）3711・ （31）3738問

　

２
月
16
日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
受
付
分

　

福
祉
基
金
に
と

　

光
友
易
学　

５
千
円

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と  

　

匿
名　

２
千
円

　

図
書
費
に
と  

　

匿
名　

５
千
円

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な ののん 話 vol.60

　

家
読
と
は
家
族
ふ
れ
あ
い
読
書
の
意
味

で
、
読
書
を
通
じ
て
家
庭
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
家
族
の
絆
を
深
め

る
取
り
組
み
で
す
。
家
読
に
決
ま
り
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
各
家
庭
の
生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
方
法
を
み
つ
け
、
家
族
で
本

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
図
書
館
や
移
動
図
書
館
に
は
、

季
節
に
合
っ
た
本
や
お
す
す
め
の
本
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
家

族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
つ
に
読

書
を
取
り
入
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

家
読
の
取
組
事
例

・
お
出
か
け
つ
い
で
に
図
書
館
へ

・
時
間
が
少
し
あ
る
と
き
に
読
み
聞
か
せ

・
本
を
見
な
が
ら
親
子
で
料
理
や
工
作

・
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で「
マ
イ
本
棚
」を
作
成

問　

生
涯
学
習
課

（
36
）５
５
３
３
・

（
36
）５
５
６
５

　

１
か
月
あ
た
り
の
高
額
療
養
費
の
支
給

見
込
み
額
が
３
０
０
０
円
以
上
の
世
帯
の

人
に
は
、
診
療
月
の
２
～
３
か
月
後
に
支

給
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
窓
口
で
の
受
付
の
み
で
し
た
が
、

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
、４
月

か
ら
郵
送
で
の
受
付
も
可
能
と
な
り
ま

す
。
郵
送
受
付
可
能
な
人
に
は
申
請
書
に

（
敬
称
略
）

今
月
の
税
・
料
の
納
付

今
月
が
納
期
限
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に
チ

ェ
ッ
ク
で
き
ま
す(

認
知
症
の
診
断
で
は

あ
り
ま
せ
ん)

。普
段
の
生
活
の
中
で
、ち

ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
ご
と
が
あ
れ
ば

お
越
し
く
だ
さ
い
。要
予
約
・
参
加
無
料

日　

４
月
15
日
Y　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場　

ひ
ま
わ
り
館　

２
階

対
・
定　

市
内
在
住
の
人
・
10
人

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

（
31
）３
７
３
７
・

（
31
）３
７
３
８

７
１
５
９

日　

４
月
22
日y

　

午
前
９
時
～
正
午

場　

ひ
ま
わ
り
館　

相
談
室
１

対　

目
が
見
え
に
く
い
人
、
見
え
な
い
人

や
そ
の
ご
家
族

※ 

相
談
時
間
内
は
、
電
話
相
談
も
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。

問　

近
江
八
幡
市
視
覚
障
害
者

福
祉
協
会　

成な
り
さ
わ澤
さ
ん

０
９
０
（
１
１
３
９
）９
８
０
１

日　

４
月
16
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時（
商
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）　

小
雨
決
行
、荒
天
中
止

場　

市
役
所
前
駐
車
場

※ 

出
店
希
望
の
人
を
募
集
し
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

農
業
振
興
課　

（
36
）５
５
１
４

（
46
）５
３
２
０
・

７
８
０
９

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

目
が
見
え
に
く
い
、見
え
な
い
人
の
相
談
会

高
額
療
養
費
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す『ケケと半分魔女

　魔女の宅急便　特別編その３』
『炎上社会を考える』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

図書館においでよ!
近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

4月の休館日

　ここ数年でよく聞くようになった「炎上」という言葉。
SNS の普及により急速に拡大するこの現象は、一体ど
のようなメカニズムなのか。この本では、コロナ禍に
おける自粛警察やアルバイト先での悪ふざけを投稿し
た「バイトテロ騒動」、そしてアメリカで広まったセク
ハラ告発運動「#MeToo」など、さまざまな事例を取
り上げながら考察していきます。SNS が広まる社会で、
私たちはそれとどう向き合うべきなのか、考えさせら
れる一冊です。

　「魔女の宅急便」シリーズの登場人物ケケが書いた物
語が本になりました。シリーズ・スピンオフ第3巻です。
　母親のいないタタの目には、まんまるの満月も細い
三日月も、半分にしか見えません。「親も半分、お月さ
まも半分、どうせわたしは半分なんだ」…とんがった
気持ちで暮らしていたタタでしたが、もうすぐ 15 歳
になる日、ひとりで旅に出ようと決めました。

角野栄子／作（福音館書店）
伊藤昌亮／著（中央公論新社）

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

『文系のためのめっちゃやさしい宇宙』
吉田直紀／監修（ニュートンプレス）

『写真と地図でたどるパリ歴史散歩』
 パスカル・ヴァレジカ／著（原書房）

『私はわたし、84歳のスタイルブック』
木村眞由美／著（KADOKAWA）

『ナマハゲコッコ』
あきたこまり／文・山口けい子／絵（文芸社）

『せかいでいちばんのばしょ』
ペトル・ホラチェック／さく（BL出版）

『探偵 VS 怪盗  謎解き推理バトル』桐谷直／著（ナツメ社）

『こども気候変動アクション30』
高橋真樹／著（かもがわ出版）

〈おはなし会のお知らせ〉
ちいちゃいおはなしメリーゴーランド

開催日　4 月 13 日 R・20 日 R　対象　0 ～ 2 歳
時間　午前 10 時 15 分～、午前 10 時 45 分～
場所　近江八幡図書館　　　定員　各回 2 組
申 込方法　4 月 5 日 E 午前 10 時 30 分から近江八幡図書館カウ

ンターまたは電話で受け付けます。先着順。

近江八幡おはなし研究会のおはなし会
開催日　4 月 9 日 U

対象・時 間　0 ～ 2 歳　午前 10 時 15 分～、
　3 ～ 4 歳　午前 10 時 35 分～、5 歳以上　 午前 11 時～
場所　近江八幡図書館　　　定員　各回 3 組
申 込方法　4 月 5 日 E 午前 10 時 30 分から近江八幡図書館カウ

ンターまたは電話で受け付けます。先着順。
　　※ 金田コミュニティセンターでのおはなし会は、23 日 U に

開催します。

安土おはなし童話クラブのおはなし会
開催日　4 月 16 日 U

対象・時間　3 ～ 5 歳　午前 10 時 10 分～ 、午前 10 時 30 分～
　小学生　午前 11 時 10 分～、午前 11 時 30 分～
場所　安土図書館　　　定員　各回 2 組
申 込方法　4 月 6 日 R 午前 10 時 30 分から安土図書館カウンター

または電話で受け付けます。先着順。

4月の移動図書館「はちっこぶっく号」
巡回スケジュール　※各施設の滞在時間は 30 分です

日時 場所

1 日 Y

午前９時 10 分～ 金田コミュニティセンター

午前 10 時 10 分～ 武佐コミュニティセンター

午前 11 時 15 分～ 岡山コミュニティセンター

6 日 R

午前９時 30 分～ 島コミュニティセンター

午前 10 時 30 分～ 安土コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～ 老蘇コミュニティセンター

7 日 T

午前９時 30 分～ 馬淵コミュニティセンター

午前 10 時 30 分～ 桐原コミュニティセンター

午前 11 時 30 分～ 北里コミュニティセンター

13 日 R 午後 3 時 30 分～ フレンドマート八幡鷹飼店

22 日 Y

午後 1 時～ サン・ビレッジ近江八幡

午後 2 時～ 旧保健所跡地駐車場
（商工会議所北隣）

も
の
忘
れ
相
談
会
の
お
知
ら
せ

妹姉 弟兄

小指を上げると「姉」、下げると「妹」 中指を上げると「兄」、下げると「弟」

４
月
23
日
は「
子
ど
も
読
書
の
日
」で
す

家
族
で「
家う
ち
ど
く読
」を
始
め
ま
せ
ん
か
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日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ 日  日時　場  場所　対  対象　内 内容　定  定員　￥  費用　講  講師　出  出演　持  持ち物　申  申込方法　締  申込締切・申込期間市 のし だよりせつ

文化会館   
TEL (33)8111・FAX (33)8112 

文化会館友の会　会員を募集します
　入会すると文化会館が主催するコ
ンサート、寄席などの公演チケット
の先行予約やチケット購入に使える
500円割引券（1枚）進呈、当館で開
催される公演案内などの特典があり
ます。
￥　年会費1,000円
申　当館窓口で申し込みください。

文芸セミナリヨ 
TEL (46)6507・FAX (46)6510 

第244回はつらつコンサート
「和太鼓ドンドン　笑ってワハハ」

日 　4月21日T　午後2時開演（午
　後1時30分開場)
￥　500円　※全席自由
出　写真左上から、大橋亮介・田吾作
隆一・野田恭平・松浦将吾・片田智子

のお話もあります。
日　5月12日T、6月16日T

0～1歳児／午前10時～10時45分
2～3歳児／午前11時～11時45分
定　各回30組
￥　1回500円（親子1組）
申　電話で申し込みください。
※1回からでも参加できます。

エクササイズ＆ヨガ
　軽快なミュージックにのって、気持
ちのいい汗を流したあとは、スローな
ヨガで気分爽快です。
日　6月23日T・30日T、7月7日T

　　午前10時～11時30分
対　18歳以上の人　定　30人程度
￥　初夏コース3回1,800円(1～2
回は各700円）
講　山本いづみさん
持  　体育館シューズ・ヨガマット（貸し

出しもあります）・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

能楽教室受講生募集

　謡と仕舞の基礎が学べます。経験
者も受講可能です。
日　月２回のお稽古（木曜日コース、
　金曜日コース）
　時間についてはお問い合せください。
￥　月額：2,500円（高校・大学生）、
　3,500円（一般）   
※市外の人はいずれも500円増。

ワンコインコンサート　シリーズ137
「トランペット＆トロンボーン＆パイ
プオルガン   ゴールデン・コンサート」

　赤ちゃん大歓迎の本格ホールコン
サートシリーズです。
日　4月30日U　午前10時30分開
　演（午前10時10分開場）
￥　500円　
※全席自由・保護者1人につき膝上の
　乳幼児1人は無料。
出　写真左から、福田裕司（トラン
ペット）・竹本裕一（トロンボーン）・城
奈緒美（パイプオルガン）

ワンコインコンサート　シリーズ138
「フルートとピアノで奏でる　世界

のうた」

　赤ちゃん大歓迎の本格ホールコン
サートシリーズです。
日　5月14日U　午前10時30分開
　演（午前10時10分開場）
￥　500円　
※全席自由・保護者1人につき膝上の
　乳幼児1人は無料。
出　写真左から塩見亮（ピアノ）・塩見
峰子（フルート）

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館）�

TEL (31)2700・FAX (31)2800 

※マスクの着用をお願いします。

パソコンフォロー教室　
　ボランティアによるパソコン利用に
関するアドバイスや指導を行います。
日  　5月9日Wからの毎週月曜日（い

ずれかの日を選んで受講）
　午前10時～正午
対  　市内在住で、市民共生センター

のパソコン教室、パソコンフォロー
教室のいずれかを受講したことの
ある人

定　各回1人(先着順)
申　電話で申し込みください。
締　4月5日E～12日E

パイプオルガン　ホールレッスン

　ホールの空き日を利用したパイプ
オルガンレッスンを受けてみません
か。１時間単位でご利用いただけま
す。詳しくは、お問い合わせください。
日　土日・祝日でホールの利用がない日

あづちマリエート  

TEL(46)2645・FAX(46)3238  

シニア健康教室
～心と体を健康に～

　ゴムチューブの体操や、脳トレーニ
ングで健康を保ちましょう。
日　4月22日Y、5月13日Y・27日Y

　　午前10時～11時30分
対　50歳以上の人　定　30人
￥　1回400円
講　土田政代さん（健康運動指導士）
持　体育館シューズ・タオル・飲み物
申　電話で申し込みください。

リズムにあわせてリトミック♪
　アリーナの広い空間で、澄んだピア
ノの音色と歌声にあわせのびのび過
ごしましょう。楽しいパネルシアター

講　深野新次郎さん・深野貴彦さん
（シテ方観世流能楽師）
※経験者も受講可能です。
申　お問い合わせのうえ、所定の申
込用紙を提出ください。
※ 4月8日Y・14日T・22日Y・28日
T、5月12日T・13日Y・26日T・
27日Yは無料で体験・見学ができ
ます。事前に電話で予約してください。

かわらミュージアム 

TEL (33)8567・FAX (33)8722 

佐藤成
しげ

宣
のぶ

　爪
つま

楊
よう

枝
じ

工作展　
「国宝の城を数万本の爪楊枝で再現」

　本市在住の佐藤成宣さんは、大手
電機メーカーで機械関係の設計をさ
れていました。定年退職後に始めた爪
楊枝工作は、10年以上経った今も続
けられています。国宝の城などを爪楊
枝だけで忠実に表現できるように、時
には国立国会図書館まで出向いて図
面を入手され、1年に1作のペースで
制作活動を続けてこられました。
　今回は、彦根城をはじめとする国宝
の城4作品、白雲館や法隆寺金堂など
合計9作品を展示します。細部まで、
丹念に再現された爪楊枝作品の世界
をお楽しみください。
日　5月29日Qまで　午前9時～午
後5時（入館は午後4時30分まで）

健康ふれあい公園　グラウン
ドゴルフ場・児童遊戯場の
利用開始を延期します
　4 月 1 日 Y からオープンを
予定していました、健康ふれあ
い公園のグラウンドゴルフ場・
児童遊戯場は芝生の育成期間
が必要になりましたので、利用
開始を延期します。
　開始の時期は、市ホームペー
ジなどでお知らせします。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
問　スポーツ推進課

(33)6303・ (33)3124

『安心整備で 安全運転を！！。』

竹内モータース・グループ

広告

㈱竹内モータース
  近江八幡市出町４２９－７
  ＴＥＬ：０７４８－３３－２２６６

㈱ホーコー
  近江八幡市若宮町２１３－３
  ＴＥＬ：０７４８－３７－３０４８

内科・消化器内科・循環器内科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町八木町

堀上町堀上町

広告

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は 9：00 ～

※

祝日は休み

PM  4:30～ 7:00

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

センターより
とほ

３分

まつざわ
  クリニック

御祝い、御返し、ご進物など全国発送
も賜ります。

３
ミ

７
ナ

－２
ニ

９
ク

８
ハ

６
ム

A・S

認定「近江牛」指定店番号 007 号
滋賀食肉市場買参者番号 007 番

純良近江牛

広告

春の感謝セール

広告
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

白
鳥
川
に
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り

　

白
鳥
川
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
の
約

１
２
０
匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
設
置
し
ま
す
。

日　

４
月
16
日
U
～
５
月

18
日
R

場　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

前
の
白
鳥
川
堤
防
・
遊
歩

道
・
フ
ェ
ン
ス

設
置
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

４
月
16
日
U　

午
前
９
時
～
（
雨
天
の

場
合
は
４
月
20
日
R
に
延
期
）

場　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
前
の
白
鳥
川
堤
防

へ
集
合
。
作
業
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
（
軍
手
は
持
参
く
だ
さ
い
）。

申　

ご
参
加
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
前
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※ 

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
が
あ
れ

ば
、
ご
一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

申

問
・
　

白
鳥
川
の
景
観
を
良
く
す
る
会　

吉
田
さ
ん　

 

・

(

36)

８
４
５
７

shiratorigaw
a0

8
@

yahoo.co.jp

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
「
ゆ
っ
く
ぶ
っ
く
」

　

市
立
図
書
館
の
廃
棄
図
書
や
雑
誌
、
寄
贈
本

を
土
・
日
曜
に
安
価
で
提
供
し
ま
す
。

日　

４
月
２
日
U
・
３
日
Q
・
16
日
U
・
17

日
Q
、
５
月
７
日
U
・
８
日
Q
・
21
日
U
・
22

日
Q　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

場　

近
江
八
幡
図
書
館　

展
示
室

問　

近
江
八
幡
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

小お

椋ぐ
ら

さ
ん 　

    

０
９
０
（
１
５
８
２
）
４
６
４
４

西
川
甚
五
郎
邸
の
特
別
公
開
ツ
ア
ー

　

ガ
イ
ド
と
一
緒
に
八
幡
堀
周
辺
を
散
策
後
、

通
常
は
非
公
開
の
「
寝
具
の
西
川
」
創
業
地
で

あ
る
西
川
甚
五
郎
邸
を
見
学
し
ま
す
。

日　

４
月
21
日
T
～
25
日
W　

午
前
９
時
30

分
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

白
雲
館
集
合
（
為
心
町
元
）

定　

各
回
15
人
（
申
込
先
着
順
）

￥　

１
０
０
０
円
（
見
学
料
、
資
料
代
な
ど
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　
（
一
社
）
近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会

   

（
32
）
７
０
０
３

第
16
回
親
子
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
大
会

日　

４
月
29
日
D　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

30
分
ご
ろ
終
了
予
定　

小
雨
決
行

場　

八
幡
公
園（
近
江
八
幡
図
書
館
北
側
）集
合

￥　

親
子
１
組
（
４
人
ま
で
）
１
０
０
０
円

　

追
加
は
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

定　

40
組
（
申
込
先
着
順
）

持　

大
型
ス
コ
ッ
プ
、
レ
ジ

袋
、
軍
手
、
飲
み
物
、
長
靴

ま
た
は
登
山
靴

申　

参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
携
帯

電
話
番
号
、
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

締　

４
月
３
日
Q
～
受
付

申

問
・
　

八
幡
山
の
景
観
を
良
く
す
る
会　

村
西
さ
ん

koji2
6

1
5

@
tiara.ocn.ne.jp

こ
ど
も
茶
道
教
室

　

小
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
茶

道
教
室
（
裏
千
家
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日　

毎
月
１
回 

土
曜
日

午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時

場　

八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

￥　

１
回
５
０
０
円

申

問
・
　

茶
道
な
ご
み
こ
ど
も
会
・
梅
村
さ
ん

（
36
）
８
０
７
１
・

（
36
）
７
６
５
７

第
52
回
八
幡
塾
「
流
域
再
生 - 

流
域
治
水

と
小
さ
な
自
然
再
生
」

　

流
域
の
恵
み
を
守
り
災
い
を
や
り
過
ご
す
た

め
、
流
域
治
水
や
小
さ
な
自
然
再
生
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
、
そ
し
て
Ｅ
ｃ
ｏ
Ｄ
Ｒ
Ｒ
（
自
然

生
態
系
を
活
か
し
た
防
災
・
減
災
）な
ど
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
私
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
無

料
・
要
事
前
予
約

日　

４
月
16
日
U　

午
後
２
時
開
会
（
午
後

１
時
45
分
開
場
）

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー    

視
聴
覚
室

講　

瀧
健
太
郎
さ
ん（
滋
賀
県
立
大
学
准
教
授
）

申　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
（
要
予
約
）

申

問
・
　
（
一
財
）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団

（
33
）
５
５
１
０
・

(

33
）
５
６
９
７

chukann@
npo-om

i8
m

an.com

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
近
江
八
幡

～
明
日
へ
の
希
望   

和
の
心
で
～

チ
ャ
リ
テ
ィ
心
の
コ
ン
サ
ー
ト
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅲ

日　

４
月
６
日r

　

午
後
１
時
30
分
開
演
（
午

後
１
時
開
場
）

場　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出　

音
楽
法
話
バ
ン
ド
「
一
期
一
会
」

￥　

１
５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
近
江
八
幡

髙
木
さ
ん　

０
９
０（
３
３
５
５
）５
９
１
５

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
＆
ピ
ク
ニ
ッ
ク

参
加
者
募
集

　

世
界
遺
産
に
登
録
を
目
指
す
国
宝
彦
根
城
の

堀
の
中
に
あ
る
、
彦
根
西
中
学
校
、
彦
根
東
高

校
、滋
賀
大
学
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

外
堀
沿
い
か
ら
は
、
彦
根
城
の
素
晴
ら
し
い
眺

め
を
楽
し
み
な
が
ら
湖
岸
ま
で
歩
き
、
鳥
人
間
コ

ン
テ
ス
ト
会
場
を
目
指
す
約
７
㎞
の
行
程
で
す
。

日　

４
月
21
日
T　

午
前
９
時
出
発
、
午
後

４
時
30
分
帰
幡
予
定
（
午
前
８
時
10
分
受
付
）

場　

市
役
所
駐
車
場
（
市
文
化
会
館
東
隣
）

ま
た
は
近
江
八
幡
駅
南
口

￥　

４
５
０
０
円
（
弁
当
付
き
、
ポ
ー
ル
を
借

り
る
人
は
別
途
５
０
０
円
必
要
）

申　

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　
（
一
財
）
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
推
進
財
団

（
33
）
５
５
１
０
・

（
33
）
５
６
９
７

5
m

5
v4

3
@

bm
a.biglobe.ne.jp

Ｇ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
シ
ネ
マ

「
ア
イ
・
ラ
ブ
・
フ
レ
ン
ズ
」（
邦
画
作
品
）

　

息
子
と
義
姉
の
三
人
で
暮
ら
す
夫
を
亡
く
し

た
ろ
う
者
の
カ
メ
ラ
マ
ン
・
美
樹
と
、
子
ど
も

を
交
通
事
故
で
死
な
せ
て
し
ま
い
、
罪
の
意
識

に
さ
い
な
ま
さ
れ
て
い
る
青
年
・
柴
田
と
の
心

の
交
流
を
描
い
た
感
動
作
品
。

日　

４
月
16
日u

　

午
後
１
時
30
分
～

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

定　

80
人　

申
込
不
要
・
入
場
無
料

※
託
児
あ
り
（
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
込
）

問　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
37
）３
７
５
１
・

（
37
）５
７
７
０

八
幡
句
会
参
加
者
募
集

　

17
文
字
の
頭
の
体
操
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
の
人
、
興
味
の
あ
る
人
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料

日　

毎
月
第
３
火
曜　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　

桐
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

八
幡
句
会　

野
口
さ
ん

０
９
０
（
３
０
５
９
）
５
０
８
６

吉
法
師
太
鼓
メ
ン
バ
ー
募
集

　

和
太
鼓
の
演
奏
を
通
し
て
和
の
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
自
己
表
現
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

日　

毎
月
第
１
・
３
日
曜　

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場　

安
土
文
芸
の
郷　

練
習
場

対　

市
内
の
小
・
中
学
生

定　

20
人
（
先
着
順
）

￥　

入
会
金
３
千
円
、
月
会
費
１
５
０
０
円

申

問
・
　

あ
づ
ち
信
長
出
陣
太
鼓　

西
村
さ
ん

０
８
０
（
２
５
０
７
）
３
０
５
９

A
zuchiT

aiko@
gm

ail.com

交
通
遺
児
に
救
い
の
手
を

「
お
り
づ
る
会
」
の
事
業
を
紹
介

　

公
益
財
団
法
人
お
り
づ
る
会
は
、
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
で
父
ま
た
は
母
を
亡
く
し
た
県
内

在
住
の
高
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
経
済

的
援
護
（
新
入
学
給
付
金
、
中
卒
生
対
象
の
就

職
支
度
金
、
学
年
進
級
支
援
金
、
高
校
卒
業
祝

金
、
所
得
制
限
の
あ
る
奨
学
金　

い
ず
れ
も
返

還
義
務
な
し
）
や
夏
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
厚
生
援
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
（
公
財
）
お
り
づ
る
会
事
務
局
（
県
道
路

保
全
課
内
）

０
７
７
（
５
２
８
）
３
６
８
２

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
米
原
出
張
窓
口
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
29
日
D
～
５
月
８
日
Q
は
米
原
出
張
窓

口
で
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
期
間
以

外
の
火
・
水
・
木
曜
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
５
月
１
日
Q
・
８
日
Q
は
受
け
取
り
の

み
可
能
で
す
。
大
津
の
窓
口
（
ピ
ア
ザ
淡
海
１

階
、
大
津
市
に
お
の
浜
一
丁
目
）
は
５
月
２
日

W
・
６
日
Y
に
申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
有
効
期
間
10
年
の
パ

ス
ポ
ー
ト
を
申
請
で
き
る
年
齢
が
、
20
歳
以
上

か
ら
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

問　

滋
賀
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
２
７
）
３
３
２
３

年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
）
の
実
現
の
た
め
、
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
新
し
い
働

き
方
・
休
み
方
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
計
画

的
な
業
務
運
営
や
休
暇
の
分
散
化
を
図
れ
る

「
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度
」
や
、

柔
軟
な
働
き
方
・
休
み
方
に
役
立
つ
「
時
間
単

位
の
年
次
有
給
休
暇
制
度
」
の
導
入
が
効
果
的

で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

滋
賀
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

０
７
７
（
５
２
３
）
１
１
９
０

技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

　

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
事
業
所
で
働
く
皆

さ
ん
の
技
能
、
知
識
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め

技
術
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
事

業
所
に
お
け
る
研
修
や
自
己
啓
発
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

セ
ミ
ナ
ー
の
コ
ー
ス
／
機
械
系
、
溶
接
系
、
電

気
・
電
子
系
、
制
御
系
塗
装
系

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申

問
・
　

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
米
原

   

０
７
４
９
（
52
）
５
３
０
０

kogisen@
pref.shiga.lg.jp

テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
草
津

   

０
７
７
（
５
６
４
）
３
２
９
６

fe4
0

@
pref.shiga.lg.jp

広告

近江八幡市江頭町４４３(ドラッグユタカさん隣)

広告

　フィラリア予防
　狂犬病予防注射
　混合ワクチン
　ノミダニ予防

広告

みかみ動物病院
予約診察、行っています☆

TEL:0748-31-4712　木曜日、日曜午後休診
子犬・子猫を飼い始めた方向けに、病気予防や、基本的な
しつけ、飼い方の相談も随時受け付けています☆

フィラリアシーズン待ち時間短
縮の為、通常受付の診察と並行
で、予約診察を行っております。
限りはありますが、当日でも予
約可能です。

広告
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News Topics ま ち の
わ だ い

赤こんリポート                                                            東 恵子リポーター

八幡中の日刊生徒会新聞
「輝け！八中みんなの学校」が８千号

聖徳太子1400年 舞楽を奉納

３年ぶりに旧市街を渡御
左義長まつりが開催

ガイドと歩く近江商人屋敷と節句人形めぐり

「おじさん」たちの想い熱く
音楽祭の収益の一部を市に寄付

県広報コンクールで４年連続知事賞を受賞！
広報紙の部・広報写真の部でダブル受賞

　湖国に春の訪れを告げる左義長まつりが、宮内町の日牟
禮八幡宮一帯で営まれました。今年は新型コロナウイル
スの影響により、全 13 基の左義長のうち 10 基が、今年
の干支の「寅

とら

」にちなみ華やかに飾りつけ、旧市街を練り
歩きました。左義長のダシ飾りの出来栄えを競うダシコン
クールは、第 11 区が優勝。２日目には、左義長をぶつけ
合う迫力の「けんか」もあり、夜には左義長に火を放ち奉
納し、燃え盛る火柱が同宮の馬場を赤く染めました。

　ガイドとともに八幡堀周辺の近江商人屋敷と節句人形をめぐ
る催しが行われ、参加者が近江八幡の町中散策を楽しみました。
　商家・旧家に伝わるひな人形などの節句人形やその小道
具を、市立資料館や旧伴家住宅など市内約 30 か所で展示す
る「町なみに装うひいなのほほえみ」に合わせ、近江八幡
観光ボランティアガイドが開催。江戸期から昭和期までの貴
重なひな人形や昔の近江商人がどのような暮らしをしてい
たかなどが説明され、参加者は熱心に聴き入っていました。

　２月 13 日に市文化会館大ホールで開催された「おじさん
たちの音楽祭」。収益の一部である現金12万円が２月21日、
市に寄付されました。このコンサートは、60 歳代の還暦
を過ぎた「おじさん」たちを中心に、音楽を通して夢に向
かって活動している姿を見てもらうことで、地域を活気づ
けようと企画。新型コロナウイルスの感染防止対策をして
開催されたコンサートには、市内を中心に活動する５グ
ループが出演し、ロックを中心に多彩な演奏で会場を盛り
上げました。市では、この寄付金を音楽振興事業で活用す
る予定です。大切に使わせていただきます。

　八幡中学校の日刊生徒会新聞「輝け！八中みんなの学校」
が２月 17 日、1984 年５月創刊以来、８千号を迎えました。
　学校の休みの日以外、生徒会執行部により毎日かかさず
発行されています。創刊当時は校内が荒れていて「学校を
変えるには悪いことも良いこともありのまま伝えよう」と
一人の社会科教師が日刊新聞の発行を発案。当初は教師自
らが発行していましたが、まもなく生徒会執行部に引き継
がれ、B6 判片面の手書きスタイルは今も変わりません。
　８千号の紙面は、生徒会が全校生徒に公募した八中ゆる
キャラが「でっちくん」に決まったことなどが満載。執行
部の 2 年生のメンバーは、拡大し色付けした記念紙面を囲
み、伝統の継承を誓い合っていました。

　「近江の聖徳太子 1400 年」記念プレイベントとして２
月 23 日、雅楽の集団・南

なん

都
と

楽
がく

所
そ

を迎え、日牟禮八幡宮で
舞楽の奉納がありました。
　聖徳太子が建立した寺といえば、奈良県斑

いかるが

鳩町の法隆寺
が有名ですが、実は滋賀県が全国一多いそうです。中でも、
近江八幡には長光寺や長命寺、願成就寺など所

ゆ か り

縁の寺がた
くさんあります。今年は、聖徳太子が薨

こうきょ

去して 1400 年
ということで委員会を立ち上げ、来年にかけて寺院などで
さまざまな催しがあるそうです。
　夕闇迫る能舞台の澄んだ空気の中、荘厳な舞楽が観る人
の心に染み渡りました。

赤こんリポート                                                      今井 良治リポーター

赤こんリポート                                                 松村 美沙枝リポーター

元モーグル日本代表の伊藤みきさんによる
スキー教室を開催

３月12日２月13日・21日

２月26日・３月３日

３月12日・13日

　オリンピック３大会連続出場のモーグル元日本代表の伊藤
みきさんが指導するスキー教室をグランスノー奥伊吹で開催
し、中学１年生から 65 歳までの 14 人が参加しました。
　近江八幡スキークラブによる指導の後に、コブ斜面を華麗
に滑走して伊藤さんが登場。スキーの基本姿勢やターン時の
動作、中上級者にはコブを滑る時のポイントなど、伊藤さん
が実際にお手本を見せて、参加者一人ずつに丁寧にアドバイ
スしました。
　伊藤さんは「市内の高校に通っていたので、このような形
で少しでも近江八幡市に貢献できてよかったです。私も皆さ
んと一緒に楽しんでスキーできました」と話していました。

　岡山小学校の野球グラウンドの整備が、岡山学区まちづく
り協議会の協力のもと、レイクビクターズ所属の小学生や指
導者、保護者など総勢約 50 人の手によって行われました。
　小石の撤去など、利用する誰もが安全に使えるように施
しました。グラウンドの真ん中には、小高いピッチャーマ
ウンドが完成。みんなの力で手作りしたマウンドに、次の
練習を心待ちにする姿が見られました。

岡山小野球グラウンドがリニューアル！

　令和３年度滋賀県広報コンクールで、本紙６月号が、広
報紙の部・広報写真の部の２部門で最高賞の知事賞を受賞
しました。知事賞受賞は、平成 30 年度から４年連続、広
報紙の部では２年連続の受賞となります。審査では「冒頭
からデザインもよく、その先も読んでみたい」「興味を引く
企画内容と自然なレイアウトで読み応えがある」などと評
価されました。今後も皆さんに親しまれ、読みやすい広報
紙を目指します。皆さんのご支援をよろしくお願いします。

祭りの様子がテレビ放映されます。ぜひご覧ください。
毎日放送 ダイドーグループ日本の祭り

「近江・左義長まつり～織田信長も踊り出た天下の奇祭～」
４月15日（金） 24時20分～
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印

刷：有
害

な
廃

液
を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯 令和 4 年 3 月 1 日現在
                  (    ) は前月比

総数　81,983 人         (-33)
男　　40,274 人         (-31)
女　　41,709 人         (-  2)
世帯　34,681世帯     (-  4)

※外国人住民 (40 か国・地域／ 1,581 人 ) を含みます。

Re:discovery O
m

ihachim
an

第
40
回

　

今
月
か
ら
は
、
市
の
歴
史
的
な
建

物
を
紹
介
す
る
「
た
て
も
の
探
訪
」

を
始
め
ま
す
。
初
回
は
、
安
土
町
常

楽
寺
の
「
沙
沙
貴
神
社
」
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の

13
人
」
で
は
コ
ミ
カ
ル
に
登
場
し
た

佐
々
木
秀ひ
で

義よ
し

と
そ
の
子
・
佐
々
木
四

兄
弟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
全
国

の
佐
々
木
一
族
の
基
礎
を
固
め
た
と

も
言
え
る
傑け

つ

物ぶ
つ

た
ち
で
す
。

　

佐
々
木
秀
義
が
惣そ
う

領り
ょ
うの
佐
々
木
氏

は
、
佐
々
木
荘
（
中
心
は
、
市
内
安

土
町
常
楽
寺
、
上
出
、
中
屋
、
慈
恩

寺
、
小
中
と
そ
の
周
辺
）
に
本
拠
を

置
く
、
宇う

多だ

天
皇
、
敦
實
親
王
を
祖

と
す
る
軍
事
貴
族
で
す
。
そ
れ
ま
で

の
佐
々
木
荘
は
、
蒲
生
郡
、
神
崎
郡

の
古
代
豪
族
・
佐さ

さ々

貴き

山や
ま

氏
の
流
れ

を
く
む
佐
々
貴
氏
が
掌
握
し
て
い
ま

し
た
が
、
力
を
付
け
て
き
た
京
都
出

身
の
佐
々
木
氏
と
覇
権
を
争
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
源
氏
方
の
佐
々
木

秀
義
と
佐
々
木
四
兄
弟
は
、
一
時
期

平
氏
方
の
佐
々
貴
氏
に
敗
れ
て
関
東

に
逃
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
源
頼
朝

の
挙
兵
に
参
加
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の

成
立
に
伴
い
、本
拠
を
奪
還
し
、佐
々

木
荘
の
全
体
を
掌
握
し
、
さ
ら
に
近

江
守
護
と
し
て
近
江
全
体
に
影
響
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

の
佐
々
貴
氏
は
、
佐
々
木
氏
の
台
頭

と
と
も
に
、
そ
の
下
に
入
り
佐
々
木

荘
の
一
部
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
佐
々
木
氏
と
佐
々
貴
氏
、
双

方
の
氏
神
と
し
て
、
ま
た
佐
々
木
荘

の
鎮
守
と
し
て
常
楽
寺
に
鎮
座
す
る

の
が
沙
沙
貴
神
社

0

0

0

0

0

で
す
。
創
建
は
不

大
型
入い
り

母も

屋や

造
づ
く
り

拝
殿
、
中
門
が
あ

り
、
そ
の
正
面
を
中
世
の
雰
囲
気
を

守
る
茅か
や

葺ぶ
き

（
材
料
・
葭よ
し

）
の
楼ろ
う

門も
ん

、

素
朴
な
瓦
か
わ
ら

葺ぶ
き

の
東
回か
い

廊ろ
う

、
西
回
廊
で

固
め
ま
す
。
こ
れ
ら
8
棟
は
江
戸
時

代
中
期
か
ら
後
期
の
建
物
で
、
滋
賀

県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
本
殿
、
権
殿
、

拝
殿
、
中
門
、
透
塀
は
、
弘こ
う

化か

3
～

5
（
１
８
４
６
～
１
８
４
８
）
年
に
、

佐
々
木
氏
の
後
裔
の
丸
亀
藩
主
・
京
き
ょ
う

極ご
く

氏
が
出
資
し
て
再
建
し
た
も
の
で
、

佐
々
木
一
族
と
神
社
の
結
束
の
強
さ

が
伺
え
ま
す
。
ま
た
こ
の
良
質
の
社

殿
を
作
っ
た
大
工
の
棟
梁
は
常
楽
寺

の
水
原
源
四
郎
俊
勇
、
瓦
か
わ
ら

大だ
い

工く

は
小

中
の
光
定
清
三
郎
で
、
当
時
の
地
元

技
術
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

明
で
す
が
、
平
安
時
代
の
延え

ん

喜ぎ

式し
き

内な
い

社し
ゃ

に
も
比
定
さ
れ
る
古
社
で
、
織
田

信
長
の
侵
攻
に
よ
り
佐
々
木
氏
の
後こ
う

裔え
い

・
六ろ
っ

角か
く

氏
が
勢
力
を
失
っ
た
の
ち

は
、
地
元
常
楽
寺
、
上
出
、
中
屋
、

慈
恩
寺
、
小
中
な
ど
の
人
々
が
氏
子

と
な
っ
て
現
在
ま
で
神
社
を
守
っ
て

い
ま
す
。
祭
神
は
少す

く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

名
彦
命
、

大お
お
び
こ
の
み
こ
と

彦
命
、
仁に
ん

徳と
く

天
皇
、
宇
多
天
皇
、

敦
實
親
王
の
四よ
ん
ざ
い
つ
は
し
ら

座
五
柱
で
、
広
大
な

境
内
に
は
本
殿
を
始
め
多
数
の
巨
大

な
社
殿
が
並
び
ま
す
。
特
に
本
殿
は

正
面
約
9
ｍ
、
側
面
約
5
・
7
ｍ
の

県
内
で
も
長な
が

等ら

神
社
と
並
ぶ
流
な
が
れ

造づ
く
りと

し
て
は
県
内
屈
指
の
大
き
さ
を
誇
る

前ぜ
ん

室し
つ

付つ
き

五ご

間け
ん

社し
ゃ

流
造
で
、
透す
き

塀べ
い

が
そ

れ
を
囲
い
ま
す
。
横
に
沿
う
権ご
ん

殿で
ん

も

正
面
約
５
・
７
ｍ
の
大
型
の
前
室
付

三さ
ん

間げ
ん

社し
ゃ

流
造
、
そ
れ
に
三さ
ん

間け
ん

四し

面め
ん

の

沙沙さ

さ

き

さ

さ

き

沙
貴
沙
貴
神
社
神
社

　
　
本
殿
他
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殿
他
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沙沙貴神社　楼門正面

た
て
も
の
探
訪
①

た
て
も
の
探
訪
①


